
ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

笑笑売繁売繁盛笑売繁売繁盛笑売繁盛 プレゼントつき! 広報クイズ広報クイズ広報クイズ

6// 2１（月）（月）までまで6/2１（月）ま
で

読 者
プレゼント

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
自
家
焙
煎
珈
琲
豆
・
彩
豆
」
で
す
。

豆をひいてからの販売も行っており
愛飲家にも好評

店舗脇に増設したパン工房には
本格的なオーブンも備える

■
や
り
が
い

　

生
豆
の
発
注
に
焙
煎
、
酵
母

の
発
酵
な
ど
臨
機
応
変
か
つ
慎

重
に
取
り
扱
う
も
の
が
多
く
な

か
な
か
気
が
休
ま
ら
な
い
が
、

簡
単
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
に
面
白

味
が
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
好
き
の

お
客
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
20
年

以
上
続
け
て
こ
ら
れ
た
し
、
自

分
も
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

■
こ
れ
か
ら

　

コ
ー
ヒ
ー
教
室
や
洋
菓
子
づ

く
り
の
講
座
な
ど
に
講
師
と
し

て
招
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ

れ
ま
で
に
得
た
経
験
や
ス
キ
ル

を
生
か
し
て
、

地
域
の
生
涯
学

習
な
ど
に
も
積

極
的
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。

　

店
舗
は
自
宅
の

ガ
レ
ー
ジ
を
改
装

し
た
木
の
ぬ
く
も

り
に
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
で
、
店

の
奥
に
は
生
豆
を
煎
る
焙
煎

が
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
る
。

手
前
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
は
約

10
種
類
の
自
家
焙
煎
豆
が
並
び
、

豆
の
販
売
と
配
達
を
行
う
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
っ
て
試
飲
は
行
っ
て
い
な
い
。

■
こ
だ
わ
り

　

コ
ー
ヒ
ー
は
生
豆
の
品
質
で

味
の
大
半
は
決
ま
る
の
で
、
良

質
な
も
の
を
信
頼
を
置
く
商
社

か
ら
仕
入
れ
る
。
焙
煎
は
豆
の

状
態
に
合
わ
せ
て
行
い
、
時
間

や
温
度
を
調
節
し
て
う
ま
味
を

引
き
出
す
。
適
確
に
焙
煎
さ
れ

た
豆
に
は
、
苦
味
・
酸
味
・
甘

み
・
香
り
・
コ
ク
な
ど
の
お
い

し
さ
を
構
成
す
る
成
分
が
バ
ラ

ン
ス
良
く
含
ま
れ
る
。
４
年
前

に
は
パ
ン
工
房
を
増
設
し
、
地

元
の
米
と
生
糀
か
ら
起
こ
す
自

家
製
天
然
酵
母
の
パ
ン
も
週
に

一
度
、
土
曜
日
限
定
で
焼
い
て

販
売
し
て
い
る
。

■
あ
ら
ま
し

　

専
業
主
婦
と
し
て
子
育
て
に

追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

た
30
代
の
頃
、
一
息
つ
く
時
に

飲
む
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
で
癒
や

さ
れ
る
中
で
、
出
会
っ
た
の
は

お
土
産
で
も
ら
っ
た
自
家
焙
煎

の
コ
ー
ヒ
ー
豆
。
そ
の
香
り
や

味
に
魅
了
さ
れ
て
、
自
ら
自
家

焙
煎
豆
を
取
り
扱
う
こ
と
を
考

え
始
め
、
子
育
て
が
落
ち
着
い

た
約
20
年
前
に
自
家
焙
煎
豆
の

専
門
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。「３６５日飲み続けられるコーヒー豆を届けたい」と話す齊藤さん
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彩豆
さいとう
彩豆
さいとう

たパン工房にには
ンも備える ル

彩豆彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩豆豆彩彩豆豆彩彩彩豆豆彩彩彩豆彩彩彩彩彩彩彩彩豆豆彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩豆
いとううさいささいささいさ うささいとう

○営業時間／
　10時～17時半
○営業日／
　火･水・金･土

さ
い
と
う

商標登録されている酒種酵母
「秋田っ糀（あきたっこ）」を
使った自家製パン

®®

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商

の
コ
ー回

は
、
本

今
回

焙煎する前の生豆

商
工
会
に
加
盟
し

域
の
「
自
家
焙

店
舗

ガ
レ
ー
ジ

し
た
木

り
に
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気

の
奥
に
は
生
豆
を
煎
る

で
は
、
市
商

本
荘
地
域焙煎された豆からは芳醇な香りがあふれ、

豆の種類や焙煎度合いによって形や色が異なる

生
豆
を
３
㌔
単
位
で
丁
寧
に
焙
煎
。
操
作
は

自
身
の
経
験
を
頼
り
に
全
て
手
動
で
行
う

☎☎

羽
後
本
荘
駅

羽
後
本
荘
駅

カダーレ
●

●本荘
　第一病院 コメリ

本荘店
●

●薬局店

↑ 飛鳥大橋

子
　吉
　　川

　マックスバリュ●本荘店

子

彩豆
自家焙煎珈琲豆
さいとう

１.    32組・  72人
２.    31組・  57人
３.  152組・302人

１.  避難指示
２.  避難勧告
３.  高齢者等避難

新たな避難情報等のうち
警戒レベル４の情報は？

令和２年度に本市へ
移住された方は？Q1  Q2

き
ま
め

自家焙煎珈琲豆自家焙煎珈琲豆 彩豆彩豆から「オリジナルドリオリジナルドリップバッバッグ（５袋セット袋セット）サービサービス券ス券」を５人５人にプにプレゼンレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通（応募は１人１通）。クイズの答クイズの答え（２問２問）と広報紙に対すると広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

自家焙煎珈琲豆 彩豆から「オリジナルドリップバッグ（５袋セット）サービス券」を５人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

※個人情報は記載内容の確認※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のプレゼントの発送の
　ために使用し　ために使用し、この目的以外には使用しません。この目的以外には使用しません。
※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送の
　ために使用し、この目的以外には使用しません。

➡

鳥海山やおばこ号、桑ノ木台
湿原などの写真があしらわれた
オリジナルドリップバッグ

〒015-8501
尾
崎
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秋田の田んぼに咲き誇れ！秋田の田んぼに咲き誇れ！
サキホコレ

　西目高校では５月18日、県の新品種「サキホコレ」の栽培実習
を行いました。絶好の田植え日よりとなったこの日、同品種を
植え付けたのは約２千平方㍍。参加した２～３年生26人が協力
して苗の積み込み作業などを行う中、３年生２人が８条植えの
乗用田植え機に乗り込み、田面に美しい平行線を何本も描きな
がら苗を植えていきました。
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■
市
長
施
政
方
針

要
旨

地
元
産
業
の
振
興
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
と

若
者
の
定
着
、
担
い
手
の

育
成
支
援

111

  

は
じ
め
に

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、

国
内
に
お
い
て
も
、
東
京
都
や
関
西

圏
な
ど
を
対
象
に
、
３
度
目
と
な
る

緊
急
事
態
宣
言
が
行
わ
れ
、
全
国
各

地
で
感
染
者
数
が
過
去
最
多
を
更
新

す
る
な
ど
「
第
４
波
」
と
言
わ
れ
る

中
で
、
感
染
拡
大
の
収
束
が
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
の
さ
ら
な
る
長
期
化
は
、

地
域
経
済
の
み
な
ら
ず
、医
療
、福
祉
、

教
育
、
文
化
、
地
域
活
動
な
ど
、
社

会
全
体
を
疲
弊
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
き
め
細
や
か
に

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
ほ

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
国
が
定
め
る
優
先
接
種

対
象
者
か
ら
順
次
接
種
を
進
め
な
が

ら
、
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
と
重
症

化
の
予
防
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
生
活
様
式
に
対
応
で

き
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安

全
を
第
一
に
据
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
総
合
計
画
で
あ
る
「
新

創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
「
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
と
い
う

大
き
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
先
日
、
秋
田
県
が
公
表
し
た

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
人
口
速
報
集

計
に
お
い
て
、
本
市
の
人
口
は
７
万

４
７
６
３
人
と
、
前
回
平
成
27
年
か

ら
５
１
６
４
人
減
少
し
、
減
少
率
は

６
・
５
％
と
秋
田
県
全
体
の
減
少
率

６
・
２
％
を
０
・
３
㌽
上
回
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
11
月
に
総
務
省
か
ら
確

定
値
が
公
表
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
人
口
の
減
少
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
経
済
の
衰
退
に

加
え
、
地
方
交
付
税
や
市
税
の
減
収

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及

ぼ
す
市
政
運
営
の
根
幹
に
関
わ
る
最

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
課
題
の
解
決
は
容
易
で
は
な

く
、
対
策
も
す
ぐ
に
成
果
を
出
せ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口
減

少
の
実
態
を
多
角
的
視
点
で
捉
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
解
決
策
を
講
じ
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
重
視
し
な
が
ら
も
着
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
が
示
し
た
令
和
３
年
度
の
地
方

財
政
計
画
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

地
方
税
な
ど
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
、

自
治
体
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
提
供
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
推
進
な
ど
重
要
課
題
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
交
付
団
体
ベ
ー
ス
で
前
年
度
を
上

回
る
62
兆
円
を
確
保
し
、
地
方
交
付

税
も
昨
年
度
よ
り
８
千
億
円
を
増
や

し
た
17
兆
４
千
億
円
と
、
３
年
連
続

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
財
政
に
つ
い
て
は
、

歳
入
の
普
通
交
付
税
に
お
い
て
、
地

方
財
政
計
画
の
増
額
分
や
国
勢
調
査

で
の
人
口
減
少
分
を
調
整
し
、
総
額

で
約
１
５
７
億
９
千
万
円
、
臨
時
財

政
対
策
債
と
の
合
計
で
は
約
１
７
１

億
９
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
前
年
度
比

６
億
５
千
万
円
ほ
ど
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
「
高
校
生
年
齢
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
」
や
「
お
た
ふ
く

か
ぜ
の
予
防
接
種
助
成
」
な
ど
、
子

育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
ほ
か
「
総

合
計
画
・
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ

び
「
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
８
月

に
完
成
予
定
の
羽
後
本
荘
駅
東
西
自

由
通
路
の
整
備
や
、
教
育
環
境
の
充

実
の
た
め
、
新
山
小
学
校
、
矢
島
小

学
校
な
ど
の
建
設
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

な
ど
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
に
取
り

組
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
真
に

開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
、
予
算
を

編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、過
疎
債
や
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
な
ど
の
交
付
税
措
置
の

あ
る
地
方
債
を
活
用
し
、
安
心
・
安

全
な
市
民
生
活
の
確
保
に
努
め
な
が

ら
「
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推

進
」
を
基
本
方
針
と
し
た
「
第
４
次

　

地
元
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
に
か

か
る
５
Ｇ
関
連
や
、
車
載
用
部
品
の

受
注
増
が
顕
著
で
あ
り
、
県
営
本
荘

工
業
団
地
内
の
本
格
的
な
マ
ザ
ー
工

場
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
重
層

的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業

集
積
の
強
靱
化
と
雇
用
創
出
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
荘
由
利
産
学
共
同
研

究
セ
ン
タ
ー
内
に
開
所
し
た
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
し
、
国
内
外

の
人
材
誘
致
を
戦
略
的
に
展
開
す
る

と
と
も
に
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
先
端
技
術
導
入

研
修
事
業
」
を
実
施
し「
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」の

取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
支
援
事
業
を
含
め
「
中
小
企
業

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を
拡
充
し
、

持
続
的
な
事
業
者
支
援
に
取
り
組
む

ほ
か
「
創
業
支
援
」
お
よ
び
「
商
業

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」
を
推

進
し
、
意
欲
あ
る
事
業
者
を
積
極
的

に
支
援
し
ま
す
。

　
５
月
17
日
、
令
和
３
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会（
６
月
）が

開
会
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
施
政
方
針
の
中
で
湊
市
長
は

「
使
命
の
大
き
さ
と
責
任
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
市
民
の
負
託

に
全
力
で
応
え
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
由
利
本
荘
市

を
創
っ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

に
提

タ
ル

化
の

め
る

て
交

回
る

税
も

し
た

の
増一

市
長
施
政
方
針

令
和
３
年
度

フ
ァ
イ
ブ
ジ
ー

行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
安
定
的
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
な
提
供
に
向
け

て
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
重
点
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
私
が
市
政
運
営
に
お

い
て
展
開
す
る
「
６
つ
の
施
策
」
に

沿
っ
て
、
主
な
事
項
を
説
明
し
ま
す
。

き
ょ
う
じ
ん
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若
者
な
ど
の
地
元
定
着
対
策
と
し

て
は
、
企
業
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
導
入
促
進
や
、
新
卒
者
獲

得
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
中
学
生
や
高
校
生

に
対
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
企
業
説
明
会
な
ど
の
機
会
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
起
業
し
た
い
方
へ
の
徹
底

し
た
支
援
に
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
確
立
や
雇
用
の
場
の
促

進
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
「
一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

当
該
エ
リ
ア
内
の
用
地
お
よ
び
地
形

測
量
、
地
質
調
査
な
ど
に
着
手
し
、

年
内
の
用
地
取
得
に
向
け
て
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
未
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
と
位

置
づ
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
官
民
が
連
携
し
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
で

す
が
、
主
食
用
米
に
お
い
て
米
価
下

落
が
危
惧
さ
れ
る
中「
生
産
の
目
安
」

を
提
示
し
、
加
工
用
米
な
ど
へ
の
転

換
を
促
し
な
が
ら
、
需
要
に
応
じ
た

「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
本
年
度
か
ら
本
格
的
な
取

り
組
み
が
始
ま
る
秋
田
米
新
品
種

「
サ
キ
ホ
コ
レ
」の
栽
培
技
術
の
確
立

や
、
栽
培
適
地
以
外
の
実
証
試
験
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
主
要
産
地
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
稲
機
械
の
導
入
や
フ
レ

コ
ン
出
荷
体
制
設
備
導
入
に
対
す
る

支
援
を
行
い
な
が
ら
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

園
芸
作
物
に
つ
い
て
は
「
秋
田

鳥
海
り
ん
ど
う
」「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

な
ど
高
収
益
な
作
目
の
振
興
を
図
り

ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

県
事
業
な
ど
を
活
用
で
き
な
い
取
り

組
み
に
対
し
、
市
独
自
に
機
械
・
資

材
な
ど
の
導
入
支
援
や
中
山
間
農
地

な
ど
の
受
け
手
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
水
田
の
利
活
用
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・

育
成
や
新
規
就
農
を
目
指
す
方
の
た

め
に
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

農
地
中
間
管
理
事
業
な
ど
の
活
用
に

よ
り
、
効
率
的
な
農
地
利
用
を
推
進

し
、
地
域
の
大
切
な
農
地
の
保
全
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
育
と
地
産
地
消
を
一

体
的
に
推
進
し
、
地
域
農
業
の
維
持

発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
シ
ン
グ
等
モ

デ
ル
事
業
や
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
導

入
等
支
援
に
加
え
、
新
た
に
ス
マ
ー

ト
ア
シ
ス
ト
機
能
付
き
農
業
機
械
導

入
支
援
や
、
園
芸
施
設
作
物
の
自
動

監
視
装
置
の
実
証
支
援
を
実
施
し
、

省
力
化
や
生
産
性
向
上
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
規
模
拡
大
や

新
規
就
農
を
目
指
す
農
家
に
は
、
国

や
県
の
事
業
へ
の
か
さ
上
げ
支
援
に

加
え
、
畜
舎
な
ど
の
用
地
造
成
に
対

し
、
市
独
自
の
支
援
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
規
模
に
関
係
な
く
肉

用
牛
農
家
の
維
持
拡
大
を
支
援
し
、

県
内
一
の
産
地
形
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

秋
田
由
利
牛
振
興
に
つ
い
て
は
、

東
北
経
済
産
業
局
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
取
扱
店
の

確
保
・
拡
大
な
ど
の
流
通
販
売
対
策

や
消
費
拡
大
対
策
を
積
極
的
に
実
施

し
、
秋
田
県
を
リ
ー
ド
す
る
「
秋
田

由
利
牛
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、市
産
品
の
消
費
・
販
路
拡
大

に
つ
い
て
は
、
地
元
に
お
い
て
食
育

と
地
産
地
消
の
一

体
的
な
推
進
を
柱

に
据
え
る
と
と
も

に
、
市
外
へ
の
売

り
込
み
に
お
い
て

は
市
内
事
業
者
の

外
貨
獲
得
に
向
け

て
地
域
商
社
と
協

調
を
図
り
な
が
ら
、

首
都
圏
な
ど
へ
の

企
業
訪
問
・
商
談

を
は
じ
め
、
バ
イ

ヤ
ー
招
聘
事
業
に

よ
り
、
商
品
の
定

番
化
や
新
規
取
引

先
の
開
拓
な
ど
、

販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る

返
礼
品
の
拡
充
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
定

着
を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
受
け
付
け
サ
イ
ト
に
お
い
て
返
礼

品
広
告
や
、
首
都
圏
で
返
礼
品
の
魅

力
を
伝
え
る
「
由
利
本
荘
ふ
る
さ
と

納
税
感
謝
祭
」
な
ど
情
報
発
信
を
強

化
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

継
続
事
業
で
あ
る
本
荘
地
域
松
ヶ
崎

地
区
と
矢
島
地
域
小
板
戸
地
区
の
県

営
ほ
場
整
備
事
業
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
鳥
海
地
域
平
根
第
２
地
区
の

事
業
採
択
に
向
け
た
調
査
・
計
画
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
た
め
池
や
用
排
水
路
な
ど

の
施
設
整
備
、
日
本
型
直
接
支
払
制

度
に
よ
る
農
業
生
産
活
動
へ
の
支
援

を
継
続
す
る
ほ
か
、
新
た
に
防
災
重
点

た
め
池
の
う
ち
、
未
使
用
の
た
め
池

や
決
壊
の
恐
れ
の
あ
る
た
め
池
に
つ

い
て
、
廃
止
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
作
業
道
整

備
に
加
え
、
新
た
に
林
業
事
業
体
の

機
械
修
繕
、
製
材
品
運
搬
経
費
な
ど

を
対
象
と
し
た
生
産
か
ら
販
売
ま
で

の
一
環
し
た
支
援
に
よ
り
、
木
材
資

源
の
有
効
活
用
を
促
進
し
、
地
域
林

業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
松
く

い
虫
や
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
防
止
対
策

を
進
め
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
増
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
西
目
お
よ

び
道
川
漁
港
に
つ
い
て
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
、
防
波
堤
お
よ
び

橋
の
補
修
整
備
を
計
画
的
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
漁
業
者
の
安
全
操
業

の
確
保
や
釣
り
人
の
安
全
対
策
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
に
伴
い
、
地

域
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

く
中
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
わ
り
を

持
つ
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
組
織
と
市
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
意
思
疎
通
が
で
き
る
体
制

と
、
協
働
で
地
域
課
題
解
決
に
向
か

う
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
で
は
「
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
」に
よ
り
、地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
意
欲
の
あ
る
新
規
事
業
者

に
対
し
て
手
厚
い
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
学
生
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
支
援
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
お
い
て
は
、
今
後
の
会
の
あ

り
方
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
が
参
画
し
、
住
民
が
自
ら

の
地
域
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
設
け

る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
話
し
合
い

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

は
、
消
防
車
両
の
更
新
や
消
防
団
格

納
庫
の
建
て
替
え
、
耐
震
性
貯
水
槽

の
整
備
、
消
防
団
員
の
確
保
、
安
全

装
備
品
の
配
備
な
ど
、
消
防
施
設
や

装
備
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る

津
波
、
土
砂
災
害
、
洪
水
、
火
山
噴

火
時
な
ど
の「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」と

「
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用

し
、
各
地
域
で
想
定
さ
れ
る
危
険
性

や
危
険
箇
所
、
災
害
発
生
時
に
と
る

べ
き
基
本
的
行
動
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
活
動
促
進
補

助
金
制
度
な
ど
を
活
用
し
た
、
町
内

秋田由利牛ブランドの確立

自
治
組
織
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
課
題
の
解
決
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会
な
ど
の
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ

る
豪
雪
や
猛
暑
、
局
地
的
な
豪
雨
、

あ
る
い
は
大
規
模
地
震
な
ど
、
全
国

各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害
に

よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
万
一
の
事
態
に
備

え
る
た
め
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
総
合
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
災
害
時
の
対
応
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
と
の

相
互
連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
地
域
間

や
地
域
内
の
幹
線
を
運
行
し
て
い
る

路
線
バ
ス
な
ど
の
維
持
を
図
っ
て
い

く
ほ
か
、
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
に

合
っ
た
移
動
手
段
を
自
ら
確
保
し
よ

う
と
す
る「
乗
り﹇
逢
い
﹈交
通
事
業
」

を
拡
大
す
る
べ
く
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
な

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ
ぁ

み
り
あ
」
に
お
い
て
、
保
健
師
や
助

産
師
が
関
係
機
関
と
連
携
し
、
特
に

妊
産
婦
へ
の
支
援
の
強
化
と
充
実
を

図
り
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い

継
続
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が「
ふ
ぁ
み
り
あ
」

の
機
能
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
母
子

と
そ
の
家
族
が
健
や
か
に
生
活
で
き

る
よ
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
に
つ

い
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支

援
課
を
所
管
と
し
て
、
令
和
４
年
度

の
設
置
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

支
援
拠
点
の
設
置
に
よ
る
、
全
て

の
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
お
よ
び
妊
産

婦
な
ど
の
身
近
な
相
談
や
、
虐
待
な

ど
専
門
性
の
高
い
相
談
対
応
の
向
上

と
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ふ
ぁ
み
り
あ
」
や
「
総
合
相

談
窓
口
」
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
、

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

加
え
て
、
福
祉
医
療
制
度
に
よ
る

中
学
生
以
下
の
医
療
費
無
料
化
を
高

校
生
年
齢
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
「
総
合
教
育
会

議
」
を
開
催
し
「
教
育
の
振
興
に
関

す
る
施
策
の
大
綱
」
に
基
づ
い
て
、

教
育
施
策
の
方
向
性
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を

密
に
し
て
「
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち
、

創
造
性
あ
ふ
れ
る
ひ
と
づ
く
り
」
を

念
頭
に
、
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
施
策
に
つ
い
て
は
教
育
長

が
教
育
方
針
で
述
べ
ま
す
が
、
学
校

教
育
に
関
し
て
は
新
山
小
学
校
の
改

築
事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
矢
島
小

学
校
改
築
事
業
や
、
本
荘
地
域
の
統

合
小
学
校
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
進
め

「
学
び
の
環
境
づ
く
り
」
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
も
、
昨
年
度

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
整
備
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
効
果
的
な
活
用

を
図
り
、
文
部
科
学
省
が
進
め
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」の
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

全
国
的
な
流
行
拡
大
か
ら
１
年
以
上

経
過
し
て
お
り
、
本
市
で
は
ま
ん
延

を
予
防
す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
４
月
19
日
か
ら
接

種
体
制
の
整
っ
た
高
齢
者
施
設
、
５

月
６
日
か
ら
75
歳
以
上
の
方
々
へ
接

種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
受
け
付
け
体

制
強
化
と
し
て
電
話
回
線
を
増
設
す

る
な
ど
、
希
望
す
る
市
民
の
皆
さ
ま

が
早
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
、
医
師

会
な
ど
と
協
議
を
重
ね
、
接
種
体
制

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
事
業
な
ど
市
民
活
動

と
連
携
し
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
禍
で
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も

多
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
事
業
」
も
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
中
核
病

院
で
あ
る
由
利
組
合
総
合
病
院
へ
の

運
営
費
支
援
や
医
師
の
確
保
に
努
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に
わ
た
り
安

心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
医
療
提
供
体
制
を
堅
持
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
「
第
３
期

地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
間
団
体
、
地
域
住

民
と
の
協
働
を
推
進
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
５
年
に
は
全
て
の
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
超
高
齢
社
会

が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
踏
ま
え

「
第
８
期
由
利
本
荘
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
」
に
基
づ
い
た
、
多
様
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
保
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
や
そ
の
家

族
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
複
合
的
な
相
談

に
対
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
迅
速
で
き
め
細
や
か
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

高
齢
者
が
尊
厳
を
保
ち
、
安
心
・
安

全
に
自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ
る
よ

施 政 方 針

市
民
１
人
ひ
と
り
が

健
康
を
保
ち
、
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
、

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
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ど
、
自
ら
の
「
生
活
の
足
」
に
不
安

を
抱
え
る
市
民
が
非
常
に
多
い
と
実

感
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
路
線
バ
ス
運
賃
の
割
り

引
き
を
実
施
す
る
な
ど
、
通
院
や
買

い
物
な
ど
に
気
兼
ね
な
く
、
積
極
的

に
「
お
で
か
け
」
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

が
将
来
に
わ
た
り
役
に
立
つ
技
術
や

知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て
は
、
開
館
し
て
40
年
を
経
過
し

た
本
荘
郷
土
資
料
館
の
老
朽
化
を
踏

ま
え
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

「
歴
史
文
化
拠
点
施
設
」
整
備
に
向

け
た
基
本
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
６
月
８
日
、
本
市
を
通
過
す
る

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
」

に
お
い
て
は
「
ボ
ー
ト
の
ま
ち
」で

あ
る
本
市
の
特
色
を
活
か
し
た
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。
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行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は

「
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
「
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推

進
」
を
基
本
方
針
に
、
各
分
野
に
お

け
る
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
行
政
手
続
き
お
よ
び
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
つ
い
て
も
強
力

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
政
策
に
つ
い
て
は
、
国
に
お

い
て
令
和
２
年
12
月
に「
デ
ジ
タ
ル
・

ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
」
お
よ
び

「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
計
画
」
が

策
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
令
和

７
年
度
末
ま
で
の
「
自
治
体
情
報
標

準
化
シ
ス
テ
ム
」
導
入
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
国
の
支
援
を
受
け
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
進
め
る
、
市
内
の

未
整
備
地
域
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ

整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
光
フ
ァ
イ
バ

網
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
化
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て

は
、
民
間
移
行
を
進
め
る
た
め
、
事

業
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
機
器
の
更
新
も

併
せ
て
実
施
し
、
安
定
し
た
放
送
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造

や
経
済
環
境
の
変
化
に
加
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
へ
の

対
応
な
ど
、
市
の
役
割
や
住
民
の

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
中
、
地

域
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
職
員
の
専
門
性
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
広
い
視
野
と
市

民
感
覚
を
持
っ
て
、
職
員
一
人
一
人

が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
育
成
に
向
け
て
、
適

材
適
所
の
人
事
管
理
を
行
い

な
が
ら
、
計
画
的
な
職
員
研

修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

国
や
県
、
民
間
企
業
と
の
人

事
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組

む
ほ
か
、
職
員
同
士
で
自
己

研
さ
ん
を
積
む
場
を
設
け
る

な
ど
、
職
員
の
資
質
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
多
様
な
交
流
と
産

業
の
活
性
化
を
生
み
出
す
機

能
的
な
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
効
率
的
・

効
果
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

道
路
等
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
道
百
宅
線
の
付
替
道
路
を

始
め
と
し
た
継
続
事
業
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
道
鶴
沼

薬
師
堂
線
や
一
番
堰
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
う

幹
線
道
路
の
整
備
に
着
手
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
長
寿

命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
橋

な
ど
の
点
検
や
、
機
能
保
全

工
事
を
重
点
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

除
排
雪
に
つ
い
て
は
、
昨

シ
ー
ズ
ン
の
大
雪
を
踏
ま
え
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
除

雪
作
業
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
年
１
月
の
豪
雪
を

契
機
と
し
た
「
災
害
復
旧
支
援
型
」

メ
ニ
ュ
ー
を
創
設
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

安
心
・
安
全
な
住
環
境
に
寄
与
す
る

た
め
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

が
著
し
い
松
涛
団
地
の
建
て
替
え

事
業
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
第
１

期
と
し
て
、
21
戸
が
入
居
可
能
な
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
１
棟

の
建
設
を
２
カ
年
で
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

羽
後
本
荘
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
「
東
西
自
由
通
路
等
新
設
及

び
駅
舎
橋
上
化
工
事
」
の
、
令
和
３

年
８
月
中
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
「
駅
前
広
場
・
駅
東
広

場
」
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
東
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
と
協
議
を
進
め
、
来
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

鳥
海
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
令

和
10
年
度
の
完
成
に
向
け
て
、

現
在
、
子
吉
川
を
迂
回
さ
せ
る

転
流
工
の
工
事
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
県
の
協
力
の
も
と

策
定
し
た
「
水
源
地
域
対
策
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
く
「
水
源

地
域
整
備
計
画
」に
よ
り
、ダ
ム

周
辺
の
市
道
の
改
良
整
備
を
進

め
る
ほ
か
「
鳥
海
ダ
ム
周
辺
エ

リ
ア
利
活
用
基
本
構
想
」を
指

針
と
し
て
、
ダ
ム
周
辺
の
振
興

策
に
つ
い
て
鳥
海
ダ
ム
工
事
事

務
所
や
市
民
団
体
と
と
も
に
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
「
鳥

海
ダ
ム
利
水
計
画
整
備
事
業
」

と
し
て
、
各
地
域
を
結
ぶ
送
水

管
な
ど
の
布
設
工
事
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
矢
島

地
域
の
浄
水
場
を
統
合
す
る

「
矢
島
統
合
整
備
事
業
」と
し
て
、

矢
島
地
域
全
域
に
給
水
す
る

浄
水
場
の
建
設
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
既
存

施
設
の
長
寿
命
化
、
機
能
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
処
理
区
域
の
統
廃
合
を

進
め
る
な
ど
、
安
定
的
な
事
業
運
営

と
施
設
の
維
持
管
理
の
負
担
軽
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
年
管

更
新
事
業
を
継
続
実
施
し
、
安
心
・

安
全
な
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、

環
境
に
優
し
い
地
元
由
利
原
産
天
然

ガ
ス
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
建
設
予
定
地
お
よ
び
ア
ク

セ
ス
道
路
の
用
地
取
得
な
ら
び
に
立

木
補
償
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
体

造
成
の
実
施
設
計
、
生
活
環
境
影
響

調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
丁

寧
な
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
昨
年
10
月
、
菅
首
相
が
所
信
表

明
演
説
に
お
い
て
、
国
内
の
温
暖
化

ガ
ス
の
排
出
を
２
０
５
０
年
ま
で
に

「
実
質
ゼ
ロ
」
と
す
る
方
針
を
表
明

し
た
こ
と
を
受
け
、
石
炭
火
力
な
ど

の
代
替
え
電
源
と
し
て
、
今
後
も
さ

ら
に
導
入
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
大
規
模
開
発
が
可
能

な
洋
上
風
力
発
電
は
世
界
的
に
導
入

が
拡
大
し
て
お
り
、
本
市
沖
の
促
進

区
域
に
お
い
て
、
現
在
、
事
業
者
が

公
募
さ
れ
、
年
内
に
は
事
業
者
が
選

定
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

　

各
計
画
事
業
者
に
対
し
て
は
、
出

捐
金
な
ど
に
よ
る
地
域
貢
献
、
工
事

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
う
ロ
ー
カ
ル

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
雇
用

を
含
め
た
地
域
産
業
の
活
性
化
と
経

済
波
及
効
果
の
最
大
化
に
つ
い
て
、

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
徹
底
に

よ
る
効
率
的
な
行
財
政

運
営
の
推
進

555

今年８月に開通・完成予定の東西自由通路と新羽後本荘駅

う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

深
化
・
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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観
光
振
興
に
つ
い
て
は
「
東
北
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
再
燃

し
て
い
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
は
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、

落
ち
着
い
た
際
に
は
、
感
染
対
策
を

徹
底
し
、
本
市
に
お
い
て
も
各
地
域

の
趣
向
を
凝
ら
し
た「
お
も
て
な
し
」

で
、
観
光
に
訪
れ
る
お
客
さ
ま
を
お

迎
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶

好
の
機
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
や
旅

行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
由
利
本
荘
市
観
光
振
興

計
画
」
と
「
鳥
海
山
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
基
に
、
鳥
海
山
を
は
じ
め
と
す
る

環
鳥
海
エ
リ
ア
観
光
を
推
進
す
る
た

め
、
隣
接
す
る
自
治
体
と
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
「
鳥
海
ダ
ム
」
の
工
事
現
場

見
学
会
や
、
ダ
ム
湖
に
沈
み
ゆ
く
百

宅
地
区
の
歴
史
な
ど
を
学
ぶ
「
百
宅

さ
と
歩
き
」
な
ど
、
本
市
の
自
然
豊

か
な
観
光
素
材
を
掘
り
起
こ
し
、
観

光
誘
客
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て「
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー

ク
」
は
、
４
市
町
の
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
２
月

に
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
４
市
町

が
連
携
を
図
り
、
貴
重
な
地
域
資
源

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
見
据
え
た
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

仕
事
や
住
ま
い
の
情
報
提
供
な
ど
、

引
き
続
き
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
移

住
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ど
も
活
用
し
た
移
住
希
望
者

の
掘
り
起
こ
し
や
個
別
相
談
会
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

お
試
し
移
住
体
験
住
宅
等
複
合
機
能

施
設
「
こ
こ
わ
き
」
を
活
用
し
た
就

労
体
験
や
地
域
交
流
な
ど
に
よ
り
、

関
係
人
口
の
創
出
や
さ
ら
な
る
移
住

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
都
市
部
の

企
業
を
中
心
に
新
た
な
働
き
方
の
ス

タ
イ
ル
と
し
て「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」

や「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
方
回
帰
の

流
れ
も
好
機
と
捉
え
、
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
休
暇
を
取
る
「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
は
、
本
市

の
雄
大
な
自
然
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
、
各
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に

触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、

移
住
定
住
の
実
現
、
さ
ら
に
は
企
業

誘
致
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
秋
田
県
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な

ど
の
普
及
に
対
応
し
た
人
材
誘
致
を

推
進
し
て
お
り
、
県
や
民
間
団
体
で

あ
る
「
秋
田
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進

協
会
」と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら「
本

荘
由
利
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」

内
に
こ
の
春
開
設
さ
れ
た
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
し
た
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
推
進
し
、
大
都
市

圏
の
企
業
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
情

報
発
信
に
努
め
、
関
係
人
口
の
創
出

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
広
報
事
業
に
お
い
て
は

市
広
報
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
媒
体
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

特
に
迅
速
な
情
報
発
信
は
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
市
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
、
最
新
の
情
報
提
供
が

で
き
る
よ
う
、
発
信
力
の
強
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　

以
上
が
令
和
３
年
度
に
進
め
て
い

き
ま
す
施
策
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

　

未
だ
先
行
き
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

施 政 方 針

環鳥海エリア観光の推進

市
の
魅
力
向
上
と

技
術
を
最
大
限
に

駆
使
し
た
情
報
発
信

666 　

一
方
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の
後

押
し
な
ど
に
よ
り
、
太
陽
光
や
風
力

発
電
施
設
の
開
発
が
急
速
に
進
ん
だ

こ
と
で
、
全
国
的
に
景
観
や
心
理
的

な
圧
迫
感
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
な

ど
か
ら
、
必
ず
し
も
共
存
共
栄
と
な

ら
な
い
事
案
も
少
な
か
ら
ず
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
事
業
者
に
対
し
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
目
的
と
し

た
施
設
の
建
設
に
関
し
て
、
住
宅
な

ど
か
ら
の
離
隔
、
地
域
へ
の
具
体
的

な
貢
献
策
、
施
設
が
集
中
し
て
い
る

地
域
へ
の
自
主
的
な
設
置
回
避
を
盛

り
込
ん
だ
「
手
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
遵
守
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
と
し
ま
し
て
も
、
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
と
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
て
、
今
後
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
私
は

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
力
強
い
ご
支

援
を
賜
り
、
市
長
と
し
て
市
政
運
営

の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

使
命
の
大
き
さ
と
責
任
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、
市
民
の
負
託
に
全
力
で

応
え
「
希
望
に
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い

由
利
本
荘
市
」
を
創
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
３
年
度
は
、
本
市
教
育
の
基

本
理
念
に
据
え
て
い
る
「
共
生
」「
自

立
」「
躍
動
」
の
３
つ
の
視
点
に
基

づ
き
、

「
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化
・
人
々

を
大
切
に
し
、
共
に
生
き
よ
う
と
す

る
豊
か
な
心
や
態
度
を
も
て
る
ひ
と

づ
く
り
」

「
生
涯
学
び
続
け
よ
う
と
す
る
学
ぶ

芽
と
心
を
も
ち
、
ど
ん
な
難
題
で
も

自
分
で
解
決
で
き
る
ひ
と
づ
く
り
」

「
未
来
に
働
き
か
け
、
主
体
的
創
造

的
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る
ひ
と
づ
く

り
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
に
取
り
組

む
上
で
は
、
市
長
と
教
育
委
員
が
、

教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
協
議

す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
方
向
性
を

共
有
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
り
ま
す
の

で
、
総
合
教
育
会
議
を
通
し
て
連
携

を
深
め
「
教
育
の
振
興
に
関
す
る
大

綱
」
に
掲
げ
る
７
つ
の
基
本
施
策
で

あ
る

１
．
地
域
力
を
活
か
し
た
学
校
づ
く

　
　

り
と
学
校
力
を
活
か
し
た
地
域

　
　

づ
く
り

２
．
進
取
の
気
性
を
育
む
学
校
教
育

　
　

の
推
進

３
．
生
涯
学
習
の
推
進
と
地
域
活
動

　
　

の
活
性
化

４
．
読
書
活
動
の
推
進
と
図
書
館
機

　
　

能
の
充
実

５
．
芸
術
文
化
の
振
興
と
文
化
財
保

　
　

護
活
動
の
推
進

６
．
ス
ポ
ー
ツ
立
市
の
推
進

７
．
教
育
施
設
等
の
整
備
と
充
実

を
柱
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
３
．「
生
涯
学
習

の
推
進
と
地
域
活
動
の
活
性
化
」
５
．

「
芸
術
文
化
の
振
興
と
文
化
財
保
護

活
動
の
推
進
」
を
一
体
的
に
進
め
る

た
め「
生
涯
学
習
課
」と「
文
化
課
」

を
統
合
し
「
木
育
遊
び
推
進
室
」「
文

化
財
保
護
室
」
そ
し
て
「
生
涯
学
習

文
化
班
」
を
設
置
し
て
２
室
１
班
体

制
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
４
つ

の
資
料
館
の
収
蔵
管
理
と
運
営
、
文

化
遺
産
の
保
護
・
調
査
・
活
用
の
充

実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
文
化
財
専

門
官
を
配
置
し
ま
し
た
。
こ
の
新
た

な
教
育
委
員
会
事
務
局
の
体
制
の
も

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
健
や
か
な
成
長

を
基
本
に
、「
人
間
性
豊
か
で
進
取

の
気
性
に
富
む
、
た
く
ま
し
い
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、
市
内

約
５
千
人
の
児
童
生
徒
の
「
豊
か
な

心
と
感
性
の
醸
成
」「
確
か
な
学
力

の
形
成
」
に
努
め
ま
す
。

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の

夢
や
目
標
を
も
ち
、
一
人
一
人
の
よ

さ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
教
え
、

導
き
な
が
ら
、
一
人
一
人
を
大
切
に

す
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
、

中
学
校
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
新
学

習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
と
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
が
、
学

習
内
容
を
日
常
生
活
や
社
会
の
在
り

方
と
結
び
つ
け
て
深
く
理
解
し
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
活
動
の
効
果
を
高
め

る
教
育
課
程
の
編
成
や
、
育
み
た
い

資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
た
組
織

的
・
計
画
的
な
授
業
の
実
践
に
努
め
、

昨
年
度
ま
で
２
年
間
文
部
科
学
省
の

指
定
を
受
け
て
取
り
組
ん
だ
「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
研

究
成
果
を
市
内
全
小
・
中
学
校
で
共

有
す
る
と
と
も
に
、
各
校
に
お
い
て

さ
ら
に
深
化
・
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
と

教
師
が
共
に
成
長
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
指
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
昨
年
度
末
ま
で
に
、
全

小
・
中
学
校
へ
の
１
人
１
台
に
対
応

す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
が
完

了
し
ま
し
た
の
で
、
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
に
応
じ
て
、
日
常
の
学
習
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
際
、
指
導
者
の
不
安
解

消
や
、
学
校
間
に
よ
っ
て
指
導
に
差

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
教
職

員
向
け
の
研
修
な
ど
も
計
画
的
・
継

続
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き

「
全
小
・
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
ま
ち
」
と
し
て
、
市
全

体
で
取
り
組
み
の
充
実
を
図
り
、
学

校
と
保
護
者
、地
域
、行
政
な
ど
が
双

方
向
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
「
地
域
力
を
活
か
し
た

学
校
づ
く
り
」
と
「
学
校
力
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち
た

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
産
業
、
先

人
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
特
に
ジ
オ
パ
ー
ク
や
、
北
前

船
寄
港
地
、
史
跡
な
ど
の
地
域
教
材

を
活
用
し
「
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

現
在
、
働
き
方
改
革
が
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
き
ま

し
て
は
、
校
務
分
掌
や
学
校
閉
庁
日

な
ど
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
中

学
校
部
活
動
指
導
員
を
引
き
続
き
配

置
す
る
ほ
か
、
統
合
型
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
成
績
処
理

や
指
導
要
録
な
ど
を
含
め
た
、
日
常

業
務
の
負
担
軽
減
と
平
準
化
を
図
る

な
ど
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
学
校
給
食
関
係
に
つ
き

ま
し
て
も
、
昨
年
度
か
ら
全
小
・
中

学
校
の
給
食
費
公
会
計
化
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
各
校
の
教
職
員

が
行
っ
て
い
た
給
食
費
の
徴
収
や
管

理
、
未
納
対
策
に
つ
い
て
、
学
校
給

食
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
教
育

委
員
会
が
一
括
し
て
担
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
課
題
を
改
善
し
、
さ
ら
に

円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
の
適
正
な

就
学
支
援
や
、
相
談
活
動
な
ど
の
充

実
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
就
学
支

援
員
と
学
校
間
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校

の
実
態
を
十
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
、

学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
適
切
に
配
置

し
、
関
係
各
課
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
児
童
生
徒
の
支
援
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
各
校
に

お
い
て
他
を
尊
重
し
、
多
様
性
を
認

め
合
う
、
温
か
く
思
い
や
り
の
あ
る

人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
た
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
居
場

所
づ
く
り
・
絆
づ
く
り
」
に
努
め
る

と
と
も
に
、
学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
に
よ
り
子
ど
も
の
実
態
把
握
に

共
生　

自
立　

躍
動

　
　
　

３
つ
の
視
点
に
基
づ
く
人
づ
く
り

　

秋
山
教
育
長
は
市
議
会
定
例
会
で
「
教
育
方
針
」
を
述
べ
、
本
年
度
の

教
育
行
政
の
目
標
や
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
山
教
育
長
が
「
教
育
方
針
」
を
説
明

地域力を活かした学校づくりと
学校力を活かした地域づくり

教 育 方 針

児
童
生
徒
の

「
豊
か
な
心
と
感
性
の
醸
成
」

と「
確
か
な
学
力
の
形
成
」に

向
け
た
施
策
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努
め
、
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
や

不
登
校
の
未
然
防
止
お
よ
び
解
消
に

力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
思
い
や
り
の

心
や
自
己
肯
定
感
の
醸
成
を
目
指
し

ま
す
。

　

な
お
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
と
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
、
今

日
的
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

本
年
度
新
た
に
調
整
会
議
を
立
ち
上

げ
ま
す
。
校
長
会
や
教
頭
会
、
各
校

の
主
任
な
ど
と
学
校
教
育
課
の
課
長

お
よ
び
指
導
主
事
な
ど
が
、
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
必
要
に
応
じ
て
調
整
会
議
を
開

催
し
て
、
教
育
課
程
や
各
種
施
策
の

具
体
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
な
が

ら
、
円
滑
で
効
果
的
な
施
策
の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
内
小
・
中
学
校
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
、
改
築
予

定
の
新
山
小
学
校
や
矢
島
小
学
校
を

含
め
て
全
て
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
重
点
的

に
進
め
て
き
た
ト
イ
レ
の
洋
式
化
も
、

全
体
の
70
％
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。

水
道
蛇
口
の
自
動
水
栓
化
も
併
せ
て

進
め
て
お
り
、今
後
も
引
き
続
き「
安

心
・
安
全
な
学
び
の
環
境
」
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

　

学
校
の
改
築
・
改
修
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
、
新
山
小
学
校
の
建
設

工
事
に
着
手
し
ま
す
。
工
事
全
体
を

４
期
に
分
け
て
行
う
こ
と
と
し
、
１

期
工
事
は
昨
年
度
整
地
し
た
中
庭
に

普
通
教
室
棟
を
建
設
し
、
令
和
４
年

秋
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
次
に
２

期
工
事
と
し
て
、
既
存
校
舎
を
一
部

解
体
し
た
後
、
管
理
・
特
別
教
室
棟

を
建
設
し
、
令
和
６
年
秋
の
完
成
を

目
指
す
も
の
で
す
。
そ
の
後
３
期
工

事
と
し
て
残
り
の
既
存
校
舎
を
解
体

す
る
と
と
も
に
、
４
期
工
事
で
外
構

整
備
、
プ
ー
ル
の
改
築
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
日
々
生
活
す
る
校
地

内
で
の
工
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
安

全
確
保
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
新
し
く
生
ま
れ
る
校
舎
を

楽
し
み
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
工
夫
を

凝
ら
し
て
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

本
荘
北
中
学
校
の
大
規
模
改
修
工

事
に
つ
い
て
は
、
外
壁
や
屋
根
、
校

舎
内
部
の
改
修
や
駐
車
場
整
備
な
ど

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
も
合
わ
せ

て
行
い
な
が
ら
、
令
和
３
年
秋
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
・
中
・
高
一
体
型
校
舎
」
と

し
て
整
備
す
る
矢
島
小
学
校
の
改
築

事
業
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
基
本
設

計
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、

令
和
４
年
と
５
年
、
２
カ
年
の
建
設

工
事
を
経
て
、
令
和
６
年
春
の
開
校

を
目
指
し
ま
す
。

　

本
荘
地
域
を
中
心
と
す
る
学
校
環

境
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
第
２
次
学
校
環
境
適
正

化
基
本
計
画
に
基
づ
き
「
１
中
学
校

区
１
小
学
校
」
の
基
本
方
針
の
も
と
、

新
山
小
学
校
を
除
い
た
４
校
を
再
編

し
、
本
荘
東
中
学
校
区
と
本
荘
南
中

学
校
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
校
ず
つ
小
学

校
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
大
学
教
授
な
ど
の

学
識
者
や
関
係
組
織
、
学
校
運
営
協

議
会
の
代
表
な
ど
で
組
織
す
る
本
荘

地
域
学
校
再
編
委
員
会
を
開
催
し
て

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

昨
年
度
は
本
荘
東
中
学
校
区
統
合
小

学
校
の
通
学
区
域
と
建
設
予
定
地
に

つ
い
て
取
り
決
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
８
年
春
の
開
校
に
向
け
て
、

令
和
３
年
度
は
用
地
測
量
や
造
成
設

計
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
統
合
準
備

委
員
会
を
設
置
し
、
校
名
や
校
歌
な

ど
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
荘
南
中
学
校
区
に
つ
い
て
は
、

本
荘
東
中
学
校
区
の
統
合
小
学
校
開

校
に
合
わ
せ
、
鶴
舞
小
学
校
の
児
童

と
尾
崎
小
学
校
の
約
３
割
の
児
童
が
、

１
校
に
ま
と
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
本
荘
南
中
学
校
区

の
小
学
校
に
つ
い
て
学
校
再
編
委
員

会
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
議
論
し

て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
行
っ
て
き
た

「
語
る
会
」や「
基
本
計
画
の
報
告

会
」
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
保
護
者
や

関
係
者
、
市
民
の
方
々
の
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
使
用
す
る
校
舎
な
ど

に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
再
編
は
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
生
活
や
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
を
し
っ
か
り

見
据
え
な
が
ら
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
、
市
民
の
視
点
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
な
ど
、
複
数
の
角
度
か
ら
見
極

め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
懸
案
で
あ
り
ま
す
岩
城
小

学
校
の
外
構
に
つ
い
て
は
、
国
の
交

付
金
事
業
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
早
速
災

害
時
に
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

対
策
事
業
と
し
て
、
沈
下
対
策
と
合

わ
せ
て
整
備
い
た
し
ま
す
。

  

次
に
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の

推
進
で
す
が
「
教
育
大
綱
」
と
と
も

に
「
第
４
次
生
涯
学
習
推
進
・
社
会

教
育
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
「
市
政

に
か
か
わ
る
身
近
な
生
活
課
題
を
学

習
す
る
場
」
の
提
供
や
「
市
民
の
自

発
的
で
自
主
的
な
学
習
活
動
へ
の
支

援
」「
各
種
講
座
・
教
室
等
の
開
催
」

に
つ
い
て
、
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
活
動

情
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
宅
配
講
座
を
は
じ
め
、
各
種
講
座

な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
奨
励
室
と
生
涯
学
習
奨
励

員
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
の
場
の
開

設
や
生
涯
学
習
創
作
展
・
発
表
会
な

ど
、
学
び
の
成
果
を
披
露
す
る
機
会

を
設
け
、
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
と

と
も
に
、
学
習
成
果
を
地
域
で
生
か

す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
が
各
学
校
と
連
携
・

協
働
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
・
育
む
た
め
地
域
学
校
協
働
活
動

の
充
実
に
努
め
「
協
働
活
動
」「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
を
継
続
し
て
実

施
す
る
ほ
か
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々

が
、
学
校
行
事
や
課
外
活
動
な
ど
の

場
で
活
動
す
る
機
会
の
拡
充
に
努
め

る
と
と
も
に
「
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ

パ
ー
ク
」「
北
前
船
寄
港
地
」「
伝
統

芸
能
」
な
ど
、
本
市
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
郷
土
学
習
や
自
然
体
験
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
学
形
式
に
よ
る
学
習

支
援
の
場
と
し
て
、
長
期
休
業
期
間

を
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
「
地
域
未

来
塾 

学
ぶ
ん
ス
ペ
ー
ス
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
内
の
複
数
会
場
で
開

催
す
る
な
ど
、
内
容
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
昨
年
度
開
催
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
未

だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、

令
和
４
年
１
月
８
日
と
１
月
９
日
に

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
の
開
催
に
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
の
代
表
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
対
象
者
数
は
、
１
月
８
日
が
約

８
７
０
人
、
９
日
が
８
２
５
人
ほ
ど

で
す
。  

　

ま
た
令
和
４
年
の
成
人
年
齢
引
き

下
げ
を
見
据
え
、
今
後
の
成
人
式
の

あ
り
か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

３
年
度
内
に
示
せ
る
よ
う
、
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

「
あ
ゆ
の
森
公
園
」
に
つ
い
て
は
多

世
代
交
流
と
木
育
推
進
の
拠
点
と
し

て
、
一
体
と
な
っ
た
施
設
の
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
は

屋
外
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
、
屋
外
施

設
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
誕
生
祝
い
品
に
つ
い
て
も
、

一
品
目
を
増
や
す
ほ
か
、
市
産
材
で

制
作
す
る
木
工
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販
売

を
進
め
る
な
ど
、
木
育
活
動
お
よ
び

木
育
事
業
の
推
進
に
一
層
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

次
に
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
中
央
図
書
館
を
拠
点
と
し
て
、

各
地
域
図
書
館
・
公
民
館
図
書
室
が
、

相
互
に
図
書
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
と
地

域
の
課
題
解
決
に
適
す
る
資
料
の
選

定
と
提
供
を
進
め
る
と
と
も
に
、
病

院
や
福
祉
施
設
な
ど
を
会
場
と
し
た

「
移
動
図
書
館
・
移
動
文
庫
」
の
実

施
な
ど
、
非
来
館
者
を
含
め
、
全
て

の
年
代
を
対
象
と
し
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
佐
藤
憲
一
教
育
支
援
基
金
を

活
用
し
て
開
催
し
て
い
る
「
由
利
本

荘
市
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
図
書

館
の
資
料
を
活
用
し
た
市
民
の
学
習

意
欲
を
高
め
る
事
業
と
し
て
、
市
内

各
学
校
や
各
種
団
体
な
ど
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
授
業
の
補
助
や
、
児
童

生
徒
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
、
学
校
の

要
望
に
応
じ
て
図
書
館
の
資
料
を
貸

し
出
す
と
と
も
に
、
学
校
図
書
館
の

環
境
整
備
な
ど
、
学
校
と
の
日
常
的

な
連
携
、
支
援
を
継
続
し
、
児
童
生

徒
の
自
主
的
な
学
習
と
読
書
の
意
欲

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。　

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
芸
術

を
愛
し
、
感
動
す
る
豊
か
な
心
を
養

う
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
を
図
り
な
が
ら
芸
術
鑑
賞

教
室
を
開
催
し
、
優
れ
た
舞
台
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
活
動
意
欲
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
、
市
民
主
体
の
各
種
事
業

に
も
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
み
、

芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
本
荘
由
利
圏
域
で
活
動

す
る
優
れ
た
芸
術
作
家
に
よ
る
由
利

本
荘
美
術
展
を
、本
年
度
開
館
10
周

年
を
迎
え
る
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
し
、

市
民
が
多
様
な
芸
術
と
出
会
え
る
機

会
の
創
出
と
、
新
た
な
芸
術
文
化
の

芽
と
な
る
人
材
の
発
掘
に
努
め
、
芸

術
文
化
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
日
本

遺
産
認
定
な
ど
に
よ
り
関
心
の
高
ま

り
を
見
せ
て
い
る
北
前
船
寄
港
地
の

ほ
か
、
市
内
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
の

新
た
な
国
、
県
指
定
や
、
国
登
録
を

視
野
に
入
れ
た
調
査
を
進
め
る
と
と

も
に
、
国
の
重
要
文
化
財
「
土
田
家

住
宅
」
の
管
理
や
、
天
鷺
村
に
所
在

す
る
市
の
文
化
財
「
鵜
沼
家
」、
国

の
史
跡「
鳥
海
山
」を
構
成
す
る「
木

境
大
物
忌
神
社
」
や
国
登
録
有
形
文

化
財
「
龍
源
寺
本
堂
」
の
屋
根
の
保

存
修
理
を
支
援
し
、
数
少
な
く
な
っ

た
茅
葺
き
屋
根
の
保
存
に
努
め
な
が

ら
、
本
市
が
誇
る
こ
れ
ら
文
化
遺
産

の
魅
力
を
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

民
俗
芸
能
を
中
心
と
す
る
無
形
民

俗
文
化
財
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

昨
年
度
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
民

俗
芸
能
大
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
民

俗
芸
能
伝
承
館
ま
い
ー
れ
を
拠
点
と

し
た
民
俗
芸
能
の
公
開
や
保
存
伝
承
、

活
動
団
体
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

歴
史
と
文
化
を
後
世
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
継

承
意
欲
の
あ
る
若
手
の
育
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
出
土

遺
物
や
民
俗
・
歴
史
資
料
の
貴
重
な

収
蔵
資
料
を
再
点
検
し
、
刀
剣
な
ど

美
術
品
の
管
理
に
努
め
る
ほ
か
、
保

存
処
理
の
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
、

秋
田
県
立
博
物
館
な
ど
専
門
機
関
の

協
力
と
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

確
実
に
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
の

方
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
に
広
く
本
市
の
歴
史

と
文
化
を
紹
介
す
る
た
め
、
常
設
展

の
ほ
か
各
資
料
館
の
特
徴
を
生
か
し

た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
本
荘
郷
土
資
料
館
の
老

朽
化
を
踏
ま
え
、
文
化
財
専
門
官
と

歴
史
文
化
拠
点
施
設
検
討
委
員
会
に

よ
る
調
査
・
研
究
を
進
め
、
歴
史
文

化
拠
点
施
設
整
備
の
基
本
方
針
を
策

定
し
ま
す
。　　

　

さ
ら
に
、
芸
術
文
化
協
会
や
文
化

財
保
護
団
体
な
ど
、
市
民
団
体
の
主

体
的
な
活
動
も
引
き
続
き
支
援
し
な

が
ら
、
市
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
芸
術
文
化
活
動
、
文
化
財

保
護
活
動
の
盛
ん
な
「
文
化
の
香
り

高
く
、
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち
た
風
土

づ
く
り
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
立
市
宣
言
６
年
目
を
迎
え
、

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
「
す
る
」「
観
る
」「
支
え

る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
由
利
本
荘
総
合
防
災
公
園

「
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
を
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
拠
点
的
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
、
引
き
続
き
施
設
の
特
徴
を
生
か

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
開
催
し

「
躍
動
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
」「
市

民
が
主
役
の
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」
の
推

進
を
、一
層
力
強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
お
い
て

は
、
市
民
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の

実
現
を
目
指
し
、
そ
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
な
る
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
各
競
技

団
体
と
連
携
し
て
、
ボ
ー
ト
や
カ

ヌ
ー
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
、
定
着
に
努
め

て
い
き
ま
す
。   　

　

今
年
は
、
昨
年
か
ら
延
期
と
な
っ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
特
別
な
年
で

あ
り
ま
す
。

　

６
月
８
日
に
本
市
を
通
る
聖
火
リ

レ
ー
で
は
、
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
子
吉
川
と
競
技
用
ボ
ー
ト
を
生
か

し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
準
備
を
進

め
て
お
り
、
特
色
的
な
取
り
組
み
を

通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
気
運
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
が
高
ま
る
機
会
に
な
る
よ
う
、

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
各
競
技
団
体
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
大
使
な
ど
と
連
携
し
て

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、

指
導
者
育
成
と
併
せ
、
よ
り
一
層
競

技
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
協
会
の
法
人
化
を
進

め
組
織
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
競

技
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
支

援
充
実
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

関
連
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
や
、

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
と
連
携
し
て

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
行
う
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に

打
ち
込
め
る
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
本
年
度
、

全
国
フ
ッ
ト
サ
ル
選
抜
大
会
や
全
国

卓
球
選
手
権
大
会
な
ど
、
大
規
模
な

大
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
市
長
部
局
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど

の
誘
致
活
動
を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
体
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
は
由
利
本
荘
市
総

合
体
育
館
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

Ｂ
＆
Ｇ
由
利
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

棟
の
改
修
事
業
な
ど
の
大
規
模
改
修

を
進
め
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
整

備
を
通
し
て
、
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
同
時

進
行
で
行
い
な
が
ら
、
教
育
行
政
の

推
進
に
努
め
、
本
市
教
育
の
基
本
目

標
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち
創

造
性
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

生涯にわたって豊かなスポーツライフの実現

新山小学校完成予定図

教 育 方 針

教
育
施
設
な
ど
の

整
備
と
充
実

生
涯
学
習・社
会
教
育
の
推
進

と
地
域
活
動
の
活
性
化

芸
術
文
化
の
振
興
と

文
化
財
保
護
活
動
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
立
市
の
推
進
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「
こ
こ
わ
き
」で
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
村
田
さ
ん
・
外
松
さ
ん
の
２
人
と
、
県
立
大

学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
や
地
域
住
民
ら
に
よ
る
交
流

活
動
の
第
１
弾
「
こ
こ
わ
き
野
菜
づ
く
り
」
が
５

月
１
日
、
こ
こ
わ
き
裏
の
畑
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
こ
こ
わ
き
」所
有
者
の
高
橋
純
一
郎
さ
ん（
72
歳
・

秋
田
市
）
が
指
導
者
と
な
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
枝
豆
・
ピ
ー
マ
ン
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
種
苗
を
植
栽
。
参
加
し
た
16
人
は
、
土
の
耕
起

や
畝
作
り
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
張
り
、
植
え
付
け
な
ど
の
各
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
「
仕
事
」
や
「
住
ま
い
」
の

情
報
提
供
な
ど
、
引
き
続
き
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
移
住
支
援
を
し
て
い
く
と

と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
も
活
用
し

た
移
住
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
や
個
別

相
談
会
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

「
こ
こ
わ
き
」
を
活
用
し
た
お
試
し

移
住
・
就
労
体
験
や
地
域
交
流
な
ど
に

よ
り
、
関
係
人
口
の
創
出
や
さ
ら
な
る

移
住
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先☎

　令和２年度に移住まるごとサポート課が支援して本市へ移住された方は、
３１組５７人。令和元年度より減少したものの、累計では３００人を超えて
１５２組３０２人が市民の仲間入りをしています。

年度別

29
人

15
組

36
人

19
組

51
人

25
組

57
人

30
組

57
人

31
組

72
人

32
組

152
組

302
人

年代別

65人  22％

70人  23％

10代未満

10代

50代
60代
　以上

20代

81人  27％
30代

36人  12％
40代

10人   3％

16人   5％

24人   8％

移住者数の推移

　

今
後
は
村
田
さ
ん
と

外
松
さ
ん
が
畑
の
水
や

り
や
草
取
り
を
実
施
。

収
穫
後
に
は
こ
の
日

の
参
加
者
を
招
い
て
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
ご

近
所
へ
の
野
菜
の
お
裾

分
け
な
ど
も
行
う
予
定

で
す
。

う
ね

　

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
本
年
２
月
に
完
成
し
た
、
お
試
し

移
住
体
験
住
宅
等
複
合
機
能
施
設
「
こ
こ
わ
き
」（
石
脇
字
石
脇
）
に
、

こ
の
ほ
ど
秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
２
人
が
入
居

し
て
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
２
人
は
同
施
設

の
リ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
携
わ
り
、
同
施
設
へ
愛
着
が
わ
い
た
こ
と
か

ら
入
居
を
希
望
し
ま
し
た
。
今
後
は
町
内
会
の
一
員
と
し
て
活
動

し
て
い
く
ほ
か
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も
行
う
予
定
で
す
。

　

市
で
は
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
期

待
す
る
と
と
も
に
、
学
生
に
本
市
を
第
２
の
故
郷
と
し
て
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
こ
こ
わ
き
』で

こ
こ

わ
き

こ
こ

き
わわ
き
わわわ
き

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス 

ス
タ
ー
ス
タ
ー
ト！

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ス
タ
ー
ト！

■『ここわき』データ
木造２階建て（築４５年）５ＬＤＫ。
石脇の空き家を市、所有者、市内
建築業者、県立大教授、県立大生
が調査・設計や現場作業など共同
でリフォームを実施。

こ
こ
（
石
脇
地
区
）に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

こ
こ
の
施
設
か
ら
地
域
活
性
化
の
た
め
の

知
恵
や
思
い
、
そ
し
て
交
流
が
わ
き
お
こ
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
参
画
し

た
県
立
大
生
が
名
付
け
ま
し
た
。

　

入
居
者
の
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
３
年

の
村
田
悠
翔
さ
ん（
20
歳
・
岩
手
県
出
身
）
は

「
こ
れ
ま
で
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
で
地
域
や
隣
人

と
も
な
か
な
か
交
流
が
な
か
っ
た
が
、
２
人

で
居
る
こ
と
が
居
心
地
よ
く
安
心
し
ま
す
」

と
話
し
、
ま
た
「
自
然
と
人
が
集
ま
っ
て
く

る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を
吸
収
し
て

自
分
自
身
が
変
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

も
う
１
人
の
入
居
者
、
情
報
工
学
科
３
年

の
外
松
誠
紀
さ
ん（
21
歳
・
長
野
県
出
身
）
は

「
交
流
拠
点
と
な
る
こ
の
場
所
を
う
ま
く
使
わ

な
い
と
い
け
な
い
し
、
使
っ
て
や
る
ぞ！
と

い
う
気
持
ち
で
す
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
ま

し
た
。

【多機能施設としての利用】
①お試し移住体験
　　　　　… ゲストルーム　１室
②学生のシェアハウス
　　　　　…… 居住ルーム　２室
③学生や地域住民の交流の場
　　　　　… 共有スペース　２室
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瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

　村上さんは昭和38年に鳥海村消防
団員となり、その後鳥海町副分団長
や分団長などを歴任。平成19年まで
36年余りにわたり、日頃からの準備
や訓練、豊富な地理知識による災害
時の適切な判断と迅速な対応、地域
住民への火災予防活動の啓発や団員
の育成指導に尽力されました。

村 上  儀 一 さん
（83歳・西梵天）

〈
春
の
叙
勲
〉

藍
綬
褒
章　
労
災
委
員
功
績

　菊池さんは昭和57年に医師となり、
平成６年から由利組合総合病院でリ
ハビリ部長や整形外科部長などを歴
任。現在も副院長として地域医療に
貢献されています。また、平成12年
から現在まで21年余りにわたり、秋
田労働局地方労災医員として、医学
的専門分野からの公正・的確な助
言・指導を行い、労働基準行政の推
進に尽力されています。

菊 池  俊 彦 さん
（63歳・石脇）

〈
春
の
褒
章
〉

栄
え
あ
る
受
章

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

　佐々木さんは昭和55年に由利町消
防団員となり、副団長を務めたほか、
合併後も由利本荘市消防団員として、
由利支団長や副団長などを歴任。令
和３年まで41年余りにわたり、災害
時の迅速な対応や住民の生命・財産
の保護、火災予防活動の啓発、団員
の育成指導に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

　齋藤さんは昭和53年に西目町消防
団員となり、分団長を務めたほか、
合併後も由利本荘市消防団員として、
西目支団長や副団長などを歴任。令
和２年まで42年余りにわたり、有事
における迅速な消防活動はもとより、
火災予防活動の啓発、団員の育成指
導に尽力されました。

齋 藤  安 雄 さん
（73歳・西目町西目）

佐々木  勝 美 さん
（71歳・川西）

瑞
宝
単
光
章　
へ
き
地
保
健
衛
生
功
労

〈
春
の
叙
勲
〉

〈
春
の
叙
勲
〉

〈
春
の
叙
勲
〉

　大場さんは昭和43年から平成18
年まで約38年にわたり旧本荘市、由
利本荘市の保健師を務め、特に住民
の声やアンケートの結果により特徴
を把握する地域診断事業を取り入れ
た「健康本荘21計画」を策定するなど、
地域の健康管理および保健事業の推
進に尽力されました。現在も中高年
の健康づくりとして養生体操の普及
活動を続けています。

大 場 トシ子 さん
（75歳・出戸上野）
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瑞
宝
双
光
章　
教
育
功
労

　佐々田さんは昭和43年に教職員と
なり、県教育委員会を経て、秋田市
立桜小学校校長時代にはふるさと教
育やＴＴ（ティームティーチング）
などの指導体制を確立。平成17年か
ら令和２年まで市の教育長として、
コミュニティ・スクールの実現や大
阪府箕面市などとの教育交流、鳥海
山や北前船寄港地など地域資源を活
用した学習活動の推進など、本市の
教育行政の発展に尽力されました。

佐々田  亨 三 さん
（77歳・岩城亀田大町）

旭
日
双
光
章　
地
方
自
治
功
労

〈
春
の
叙
勲
〉

〈
春
の
叙
勲
〉

　小松さんは昭和48年に旧大内町議
会議員に当選以来、合併後の平成17
年10月まで、通算７期26年余りに
わたり、町議会議員および市議会議
員を務められました。この間、教育
民生常任委員会、産業建設常任委員
会および総務常任委員会の委員長を
歴任し、基幹産業である農林業の振
興や教育環境の充実、福祉事業の推
進に取り組むなど、地方自治の発展
に尽力されました。

小 松  幸 夫さん
（77歳・小栗山）

瑞
宝
単
光
章　
鉄
道
関
連
業
務
功
労

　三浦さんは昭和50年に千歳電気工
業㈱（現日本リーテック㈱）に入社し、
鉄道本部東北支店盛岡支社信号シス
テム課長や同盛岡支店信号システム
課長などを歴任。令和３年まで46年
にわたり鉄道信号保安設備の工事に
取り組み、東北・山形・秋田新幹線
の設備新設工事に携わるなど、鉄道
の安全・安定輸送に尽力されました。

三  浦  光  一 さん
（65歳・西目町沼田）

瑞
宝
単
光
章　
調
停
委
員
功
労

〈
春
の
叙
勲
〉

〈
春
の
叙
勲
〉

　正木さんは平成４年４月から令和
２年３月まで28年にわたり、秋田家
庭裁判所調停委員ならびに秋田地方
裁判所調停委員を務められました。
この間職務に精励し、家事・民事の
両方で数多くの案件に誠実に向き合
い、優れた見識と公正な判断により
調停の成立に尽力されました。

正 木  久 榮 さん
（71歳・森子）

叙
勲
・
褒
章

春
の

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
て

　

こ
の
ほ
ど
「
春
の
叙
勲
」

「
春
の
褒
章
」
が
発
表
さ
れ
、

本
市
で
は
９
人
の
方
々
が

受
章
し
ま
し
た
。
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危
機
管
理
課
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西
目
地
域
で
地
球
温
暖
化
防

止
緑
づ
く
り
植
樹
祭
が
、
５
月

13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
33
年
か
ら
緑
を
育
て
る

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
開
催
は
２
年
ぶ
り
。
地

域
住
民
ら
約
50
人
が
参
加
し
、

西
目
町
西
目
字
大
森
台
の
市
有

地
４
千
平
方
㍍
に
８
０
０
本
の

ア
カ
マ
ツ
を
植
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
今
藤
正
義
さ
ん

（
79
歳
・
西
目
町
出
戸
）
は

「
私
は
若
い
頃
か
ら
参
加
し
て

い
る
が
、
未
来
の
こ
と
を
考
え

て
も
、
こ
の
植
樹
祭
は
ず
っ
と

継
続
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

市
の
文
化
財
保
護
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
方
々
を
表
彰
す

る
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会
の

表
彰
式
が
５
月
12
日
に
カ
ダ
ー

レ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
吉

郷
土
史
研
究
会
員
と
し
て
地
域

の
郷
土
史
研
究
の
啓
蒙
と
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
小
川
喜
久

さ
ん
（
82
歳
・
薬
師
堂
）、矢
島

地
域
坂
之
下
に
伝
承
さ
れ
る
坂

之
下
番
楽
の
保
存
、
伝
承
活
動

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
茂
木
勇
一

さ
ん
（
70
歳
・
矢
島
町
坂
之

下
）
に
文
化
財
保
護
功
労
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
同
連
合
会
の
仲

川
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
る
と
、
受
賞
を
喜

ぶ
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

Yurihonjo  City  Topics

木
を
植
え
て
、
百
年
先
の
森
づ
く
り

西
目
で
２
年
ぶ
り
の
植
樹
祭

市
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会

功
労
賞
に
２
人
を
表
彰植樹する参加者たち 受賞した小川さん（左）と茂木さん（右）

避
難
情
報
等
が
変
わ
り
ま
す

市政情報

２

副
市
長
に
三
森
氏
を
選
任

教
育
委
員
に
佐
藤
氏
を
再
任

市政情報

１
　

５
月
17
日
に
招
集
さ
れ
た
第
２
回
市
議
会
定
例
会
で
、
副
市
長
の
選
任

に
係
る
人
事
案
件
が
上
程
さ
れ
、
三
森
隆
氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
佐
藤
道
昭
氏
を
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
電
子
計
算
機
専
門
学
校
卒
業
。

昭
和
59
年
鳥
海
町
職
員
に
採
用
。
由

利
本
荘
市
総
務
部
総
務
課
主
席
参
事

兼
課
長
補
佐
、
企
画
調
整
部
総
合
政

策
課
長
、
企
画
調
整
部
長
な
ど
を
経

て
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
企
画
財
政

部
長
。

●
副
市
長

（
58
歳
・
鳥
海
町
伏
見
）

三 

森　
　

 

隆　
氏

　

駒
沢
大
学
卒
業
。
平
成
22
年
４
月

か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
尾
崎
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
。
平
成
21
年
４
月
か

ら
平
成
29
年
５
月
ま
で
市
社
会
教
育

委
員
。
平
成
29
年
６
月
か
ら
市
教
育

委
員
。
東
林
寺
住
職
。

●
教
育
委
員
会
教
育
委
員

（
61
歳
・
花
畑
町
）

佐 

藤　

道 

昭　
氏

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
「
避
難
勧
告
」
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。

●
レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避
難
」

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
は
危

険
な
場
所
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」

危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
全
員
避

難
し
ま
し
ょ
う
。避難指示で必ず避難

避難勧告は廃止です

ひ　な　ん　し　じ

ひ な ん か ん こ く

令和３年５月20日から
警戒レベル

４
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

５ 緊急安全確保※１

避難指示※２

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

高齢者等避難※３

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

きんきゅうあんぜんかくほ

災害の
おそれ高い

災害の
おそれあり

今後気象状況今後気象状況
悪化のおそれ悪化のおそれ
今後気象状況
悪化のおそれ

気象状況悪化気象状況悪化気象状況悪化

警戒レベル

これまでの避難情報等

新たな避難情報等

ひなんしじ

こうれいしゃとうひなん

早期注意情報
（気象庁）

※１　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。
※２　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３　警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難する
　　　タイミングです。　

４

３
２
１

災害発生情報

避難準備・
高齢者等避難開始

・避難指示（緊急）
・避難勧告

（災害を確認したときに発令）

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

災害発生災害発生
または切迫または切迫
災害発生
または切迫

◆「市長の行動」報告（４月分）
　

５
月
８
日
、
ナ
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
で
Ｂ
リ
ー
グ
公
式
戦
「
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
対
千
葉

ジ
ェ
ッ
ツ
」
が
行
わ
れ
、
会
場
は

ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
応
援
カ
ラ
ー
で
あ

る
ピ
ン
ク
色
に
身
を
包
ん
だ
フ
ァ

ン
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
本
市
開
催
と
な
っ

た
こ
の
日
は
、
試
合
前
に
ピ
ン
ク

色
を
身
に
付
け
た
湊
市
長
が
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
本
市
の
紹

介
や
応
援
の
か
け
声
で
会
場
を
温

め
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
最
終
戦
と
な
っ
た

試
合
は
、
70
対
98
と
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
が
、
Ｂ
１
で
戦
っ
た
過

去
４
シ
ー
ズ
ン
の
う
ち
最
多
の

28
勝
を
挙
げ
る
な
ど
、
今
後
さ

ら
な
る
飛
躍
が
期
待
で
き
る
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
前
田
顕
蔵
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
が
「
今
シ
ー
ズ
ン
も
日

本
一
の
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
達

成
で
き
な
か
っ
た
優
勝
と
い
う

目
標
を
来
シ
ー
ズ
ン
も
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
」
と
話
す
と
、

会
場
は
温
か
い
ね
ぎ
ら
い
の
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

本
市
で
２
年
ぶ
り
の
Ｂ
リ
ー
グ
公
式
戦

「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」
今
季
最
終
戦

支出なし

◆市長交際費の報告
（１）弔　事 （円）

合　計
支出額
96,500

件　　　　　数
５　件

（２）会費等

合　計
支　出　内　容 支出額支出日

0

副市長交際費執行状況

合　計
支　出　内　容 支出額支出日
支出なし

事務引き継ぎ
市長就任あいさつ
部長・総合支所長会議
記者会見
市内あいさつ回り
総合支所 就任あいさつ
新型コロナウイルス感染症対策に係る市対策本部会議
総合支所 就任あいさつ
県市長会定例会（潟上市）
議会運営委員会
大内地域 行政協力員会議
市議会臨時会
副市長・企業管理者 辞令交付式
鳥海山矢島口山開き
市老人クラブ連合会 総会
東由利地域 行政協力員会議
小友小学校開校式
西目地域連絡会議

4月15日㈭

19日㈪

20日㈫

21日㈬

22日㈭
23日㈮

27日㈫

28日㈬

30日㈮

0
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子
育
て
支
援
課

児
童
支
援
班

　

昨
年
の
本
紙
11
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ

る
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
工
事
中
は
、
作
業
車
両
に

よ
る
交
通
規
制
な
ど
で
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
予
定
期
間

○
大
内
、
東
由
利
、
本
荘
石
沢

　

５
月
〜
令
和
４
年
３
月

○
本
荘
松
ヶ
崎

　

８
月
〜
令
和
４
年
３
月

○
そ
の
他
の
未
整
備
地
域

　

６
月
〜
令
和
４
年
３
月

※

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

提
供
開
始
は
、
令
和
４
年
４
月
の

予
定
で
す
。

工
事
業
者

株
式
会
社
Ｔ
Ｔ
Ｋ
秋
田
支
店　

現

場
事
務
所
（
☎
62―

０
０
５
０
）

市政情報

４
「
児
童
手
当
現
況
届
」
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す

　

本
年
５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当

を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届

の
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
現
況
届
の
用
紙
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
通
知

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
電
子
申
請
も
可
能
で

す
。
利
用
す
る
た
め
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
な
ど
の
準
備
が
必

要
で
す
。
な
お
、
電
子
申
請
で
は

提
出
で
き
な
い
添
付
書
類
も
あ
り
、

電
子
申
請
と
は
別
に
受
付
窓
口
に

提
出
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

５
月
分
ま
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈫
〜
30
日

㈬
（
土
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

提
出
先　

子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

※

６
月
24
日
㈭
〜
30
日
㈬
は
、
子

育
て
支
援
課
に
限
り
、
19
時
ま
で

延
長
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

市政情報

５
交
通
指
導
員
・
防
犯
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

交
通
・
防
犯
指
導
員
に
は
自
営

業
や
定
年
退
職
し
た
人
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
交
通
指
導
員
】　
　
　
　
　
　

　

交
通
安
全
運
動
期
間
や
市
の
イ

ベ
ン
ト
の
際
に
出
動
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
交
通
指
導
車
に
よ
る
巡

回
や
街
頭
指
導
、
交
通
整
理
な
ど

を
行
い
、
市
道
路
交
通
の
安
全
保

持
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数　

６
人（
本
荘
・
矢

島
・
岩
城
・
由
利
・
東
由
利
・
西

目
地
域
各
１
人)

応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
保
有

②
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
健
康

　

な
方
（
性
別
不
問
）

勤
務
条
件　

任
期
２
年
、
制
服
貸

与
、
年
間
謝
金
と
出
動
手
当
を
支

払
い
ま
す

【
防
犯
指
導
員
】　
　
　
　
　
　

　

地
域
安
全
運
動
期
間
や
市
の
イ

ベ
ン
ト
の
際
に
出
動
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
防
犯
活
動
を
通
じ
、
犯

罪
お
よ
び
事
故
の
な
い
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数　

８
人
（
本
荘
・
矢
島

地
域
各
２
人
、
岩
城
地
域
３
人
、

由
利
地
域
１
人)

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
25
歳
以

上
の
健
康
な
方
（
性
別
不
問
）

勤
務
条
件　

任
期
２
年
、
制
服
貸

与
、
年
間
謝
金
と
出
動
手
当
を
支

払
い
ま
す

◎
応
募
す
る
方
は
、
生
活
環
境
課

へ
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
面
接
の
日
程
を
連
絡
し
ま

す
。

◀飛島の
　トビシマカンゾウ

鳥海山の
ニッコウキスゲ▶

トビシマカンゾウと
　　　　鳥海山の関係

山形大学  農学部

笹沼　恒男 准教授

「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第７８回

市政情報

３
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

整
備
工
事
が
行
わ
れ
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

感
染
症
に
感
染
し
た
方
や
そ
の
疑

い
が
あ
る
方
な
ど
が
家
庭
に
い
る

場
合
、
廃
棄
物
収
集
業
者
の
方
々

へ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

「
ご
み
袋
に
直
接
触
れ
な
い
」

「
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
し
ば
っ
て

封
を
す
る
」
そ
し
て
「
ご
み
を
捨

て
た
後
は
手
を
洗
う
」
こ
と
を
徹

底
し
た
上
で
、
次
の
ご
み
の
捨
て

方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
マ
ス
ク
な
ど…

鼻
水
な
ど
が
付

　

着
し
た
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

　

な
ど
の
ご
み
を
出
す
場
合
は
、

　

感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
特
に
高

　

い
こ
と
か
ら
、
下
図
の
捨
て
方

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ビ
ニ
ー
ル

　

袋
な
ど
で
封
入
す
る
こ
と
も
効

　

果
的
で
す
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど…

可
燃
ご

　

み
（
燃
や
す
ご
み
）
と
し
て
排

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
び
ん
、
缶
な
ど…

表
面
に
つ
い

　

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
時

　

間
の
経
過
に
よ
り
壊
れ
る
と
さ

　

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル
・
び
ん
缶
類
の
資
源
ご

　

み
（
飲
料
容
器
な
ど
）
を
捨
て

　

る
際
に
は
、
飲
み
終
え
て
か
ら

　

１
週
間
程
度
待
っ
て
排
出
す
る

　

こ
と
が
効
果
的
で
す
。

◎
感
染
症
な
ど
に
該
当
し
な
い
家

庭
で
は
、
通
常
通
り
の
ご
み
の
捨

て
方
で
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

市政情報

６
感
染
症
な
ど
に
感
染
し
た
場
合
の

ご
み
の
捨
て
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　本年３月下旬から、県内では道路横断中
の子どもが被害者となる交通事故の発生が
相次いでいます。次の点に注意して交通死
亡事故の防止にご協力をお願いします。

【ドライバーの皆さんへ】
○横断歩道は歩行者優先です。
○信号機のない横断歩道を渡ろうとしてい
　る歩行者を見かけたら、横断歩道の手前
　で一時停止をして道を譲りましょう。
○歩行者や他の車両に対する「思いやり・
　譲り合い」の気持ちを持ち、交通ルール
　やマナーを守りましょう。
【歩行者の皆さんへ】
○道路横断前には左右の安全を確認しま
　しょう。
○夕暮れ時や夜間は明るい色の服や反射材
　を着用しましょう。

　飛島はその昔、鳥海山の山頂が噴火で吹き飛ん
でできた島だという話がありますが、それは全く
の俗説で、１千万年ほど前に海底で噴火した火山
が海上に顔を出している島です。しかし、飛島の
シンボル、トビシマカンンゾウはどうでしょう。
トビシマカンゾウは鳥海山にも自生している高山
植物ニッコウキスゲの変種とされています。飛島
自体は鳥海山からできたものでなくとも、トビシ
マカンゾウは鳥海山のニッコウキスゲが鳥に運ば
れたり波に流されたりして飛島に渡り、島に根付
いたものである可能性も大いに考えられます。
　私たちは鳥海山・飛島ジオパークとの共同研究
で、トビシマカンゾウとニッコウキスゲのＤＮＡ
解析を行っています。これまでの葉緑体ＤＮＡを
中心に調べた結果によると、トビシマカンゾウの
葉緑体型は鳥海山のニッコウキスゲとは違ってお
り、秋田県の男鹿半島や宮城県の栗駒高原のニッ
コウキスゲと同じでした。飛島以外で唯一のトビ
シマカンゾウ自生地の佐渡島のものとも同じでし
た。となると、トビシマカンゾウの葉緑体型は鳥
海山にはないものの、東北、佐渡に広く分布して
いることになり、起源はどこなのだろうと、さら
なる疑問が湧きます。研究は現在も続いているの
で、今後トビシマカンゾウの起源が解明されたら、
またこのコラムで紹介します。

ごみの捨て方
①ごみ箱にごみ袋をかぶせ
ます。いっぱいになる前に
早めに②のとおりごみ袋を
しばって封をしましょう。

②マスクなどのごみに直接
触れることがないようしっ
かりしばります。

③ごみを捨てた後はせっけ
んを使って、流水で手をよ
く洗いましょう。





【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院　※６月４日㈮入れ替え
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　※６月４日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所　※入れ替え日未定
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。

中央図書館

岩城図書館

由利図書館

出羽伝承館

８日㈫、22日㈫、30日㈬

７日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪

なし

７日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪

中央＝中央図書館、岩城＝岩城図書館、由利＝由利図書館、出羽＝出羽伝承館
２日㈬～
　13日㈰ 子供から大人まで創作した「世界に一つだけの絵本」展示します。

10時半～11時半
開館時間（休館日除く）

10時半～11時半
10時半～11時半
18時半～19時10分

10時半～11時

岩城
岩城

中央

３日㈭

由利

出羽

12日㈯

17日㈭
19日㈯

中央

おはなし会 絵本の読み聞かせ、ほか

おはなし会
第41回手づくり絵本展（巡回展）

絵本の読み聞かせ、ほか

ヨミキカセ・ワールドワイド

おはなしのへや

出演：国境なき話し手

出演：ゆりかごの会

大人のための絵本タイム 大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

出演：お話グループにじ
10時半～11時 中央 えほんでこんにちは 絵本の読み聞かせ、ほか 出演：ゆりかごの会
10時半～11時半 中央

出演：すずめの巣

出演：かもめサークル
10時半～11時 由利６日㈰ おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ、ほか 出演：つくしんぼ

絵本の読み聞かせ、ほか
10時半～11時半 由利26日㈯ 民話紙芝居 出演：民話サークル由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか民話紙芝居 出演：民話サークル

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

火

水
木
金

土

日

月
火

水

木
金

土

日

月

火

水

木

金
土

日

月
火

火

水

水

木
金
土

日

月

㋕　休館日

㋐　㋤　休館日

㋐　　　休館日総

㋕　休館日

㋐　　　休館日総

㋐　休館日

児水会小品展（～19日）
  　10時～18時（16日のみ12時から、19日のみ17時まで）　㋕

第６回新舞踊発表会　12時開演（開場11時）　入場料あり　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～14時半　㋕

おとなの社会科1時間目　14時～15時　㋕

第16回新美会絵画展（～30日）
 　   ９時半～17時半（27日のみ13時から、30日のみ15時まで）　㋕

加賀屋妙子水彩画教室展（～19日）
  　10時～17時（17日のみ12時から、19日のみ16時まで）　㋕　

カダーレダンスフェスティバル2021　ワークショップ
　　　　　　　　　　13時～／ 14時20分～／ 16時20分～　㋕
カダーレダンスフェスティバル2021　ストリートダンスコンテスト
　　　　　　　　　　　　  13時半開演（開場13時）　入場料あり　㋕

由利耕心大学講座　10時～　㋛

㋛　休館日
地域支援講座（人と人のつながりを考える）　13時～15時半　㋕

７月３日～４日　全日本吹奏楽コンクール秋田県中央地区大会
　　　　　　　　　　　　　　　  　10時開演　入場料あり　㋕

 【７月の休館日】　
カダーレ：13日㈫、27日㈫
アクアパル：５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪
総合体育館：12日㈪、26日㈪
ナイスアリーナ：19日㈪
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広報ゆりほんじょう 令和３年６月１日号

■ こころの相談日

開催日
相談時間

会場
申し込み

■産後のママと赤ちゃん向け教室

日時　

会場
対象

定員
講師
持ち物　

申し込み

▶▶催し・お知らせ

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください
○７カ月児健診は個別健診となります
○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

令和３年度からは集団健診方式で実施します。感染症予防のため下記事項にご協力をお願いします。
〇会場内では付き添いの保護者は１人でお願いします
〇マスクを常時着用してください
〇密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受付時間を変更しています（上記参照）

月 乳幼児健診

■湯ったりほのぼの教室

日時
会場
内容　

定員
申し込み

■６月１日～７月31日は不正大麻・
けし撲滅運動の実施期間です

問

■ 結核予防婦人会本荘支部の会員
を募集します

問

ひけつ
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◆６月に放送する企画番組をご紹介します・・・・・・・ 番組の放送日時、内容、タイトルなどは
変更する場合があります

日本ケーブルテレビ大賞  番組アワード受賞作品日本ケーブルテレビ大賞  番組アワード受賞作品
６月１日㈫～７日㈪の番組

高校生が幸せのおてつだい 
　　　　　　やっちゃえブライダル!
高校生が幸せ
●最優秀新人賞最優秀新人賞●最優秀新人賞

○放送時間 ９：00～、  20：00～
 （制作：長野県 株式会社エコーシティー・駒ヶ岳）

○放送時間　11：00～、 21：30～

よくばりな人生
　　　　　 ～報道写真家・笹本恒子～
よくば

●奨 励 賞奨 励 賞●奨 励 賞

 （制作：長野県　株式会社Goolight）

ゆりほんテレビでは番組名を「ゆりほんタイム」に変えて平日18：30～（初回）放送中です。
地域に密着した情報をお届けします!

○放送時間　９：00～、 20：00～
本荘高校吹奏楽部 定期演奏会
６月22日㈫～28日㈪の番組

【午前の部】 11：00～　【午後の部】 21：30～

 （制作：秋田ケーブルテレビ）

６月８日㈫～14日㈪の番組
開校!し～なスクール

１時間目  音楽  ラッパー羅漢先生

【午前の部】 11：00～　【午後の部】 21：30～

６月22日㈫～28日㈪の番組
２時間目  家庭科 
　　　食育インストラクター  桜庭みさお先生

五月特別公演「獅子舞と猿倉人形芝居」
さつき

【その一】９：00～、 20：00～
【その二】11：00～、 21：30～

放送時間

６月15日㈫～21日㈪の番組

 （制作：秋田ケーブルテレビ）
○放送時間　９：00～、 20：00～

私立釣竿学園 爆釣クラブ シーズン２　
　　　第３話「キ ス」  （制作：カダーレ自主事業実行委員会）

○放送時間  11：00～、 21：30～

speak easy 〈６月〉
6月29日㈫～7月5日㈪の番組

○放送時間　９：00～、 20：00～

木らとあそぼう ５月総集編
ぼく

６月８日㈫～14日㈪の番組

風のない日はTBS系列・テレビユー山形の放送が一時的に途切れる場合があります。風のない日はTBS系列・テレビユー山形の放送が一時的に途切れる場合があります。風のない日はTBS系列・テレビユー山形の放送が一時的に途切れる場合があります。
　フェージング現象は、風のない穏やかな日にＴＵＹなどの電波が受信できなくなり、一時的に放送が途切れる現象
です。これは気象条件によるもので、技術的に解消できるものではありません。皆さまのご理解をお願いします。
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<４月28日～５月15日受け付け分>

<４月28日～５月15日受け付け分>

  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

佐々木　隆さん

遠藤  治郎助さん

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

～これからもお元気でお過ごしください～

満満100100歳満100歳 おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

（大正10年５月８日生まれ・荒町）
工　藤　　静さん
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令和３年経済センサス－活動調査
調査票への記入はお済みですか？

クイズの答え　Q１→３　Q２→１

たくさんの応募、ありがとうございました。

「ぐらんぱぐらんま」から
「アップルパイホール(小)サービス券」を

５人にプレゼント！

５５

伊藤　陽子さん　 （由利地域）
肥後　文子さん　 （本荘地域）
佐々木與太郎さん （西目地域）
長谷川洋子さん　 （由利地域）
神田　美春さん　 （大内地域）
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新
品
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サ
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強
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在
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し
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す
!

れ誇き咲

（
一
男
）

（
慶
）

☆

（
Ｒ
Ｖ
）

ちょっとひといき・・・

　全国すべての事業所および企業を対象に「令和
３年経済センサス-活動調査」が実施されています。
調査票は５月中旬から調査員がお伺いして配布し
ており、一部の事業所については国から直接郵送
で配布されます。
　回答方法はインターネットまたは郵送としてい
ます。回答期限は６月８日㈫ですので、忘れずに
ご回答ください。ご都合に合わせていつでも回答
でき、安心セキュリティのインターネットでの回
答を推奨しています。郵送で回答する場合は記入
漏れがないかご確認の上、提出をお願いします。
調査票の内容について、確認のため連絡をするこ
とがありますのでご了承ください。
　お忙しいところ恐れ入り
ますが、皆さまのご理解と
ご協力をよろしくお願いし
ます。

問　総合政策課統計班　　☎２４―６２２７
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